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原子吸光法による分析例 
 
金属元素の定量分析が ppb オーダーで可能。 
表の網掛け部分の元素が測定可能。 
 
・飲料水中のミネラル成分分析 
・飲料水／茶葉中のセシウム分析 
・米中のカドミウム分析 
・脳細胞／血清中のアルミニウム分析 
・リンガー液中のニッケル分析 
・桂皮中における鉛成分の分析 
・高純度塩化ナトリウム中のカリウム分析 
 

 原子吸光法は、生体試料を含む各種試料溶液中の特定元素（金属）の定量に用いられ
ます。元素を原子化し、その原子蒸気層に導入された特定の波長の光が吸収される現象
を利用して目的元素の濃度を求めます。 

 このセミナーでは、測定原理・
光度計の基礎と、医学・薬学分
野での応用例について解説し
ます。また、よく比較される ＩＣＰ 
発光法、ＩＣＰ 質量分析法との
違いについても紹介します。 
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